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タイ 国 で の 酸性 雨研 修 に 従事 して
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1．は じ め に

　環 境庁 は、「東 ア ジ ア 酸性 雨 モ ニ タ リ ン グネ ッ トワ ー
ク（EANET ）構想 」 を提 唱 し 、 19．　93 年 か

ら東 ア ジ ア 各国お よび 関係国際機 関専 門家の 参加 の も と、専 門家会合 （4 回 ） を開 催 し て き た
。

こ こ で は、酸性 雨 問題 は湿 性 だ けで な く乾性 （エ ア ロ ゾル 、ガ ス ）、土 壌 ・植 生 そ して ま た 陸水

な ど総合的 なア プ ロ
ー

チ が 不可欠で あ る こ とが確認 され た 。ま た 、現状で は各 国の モ ニ タ リン グ

方 法や精度 が異な っ て お り、測定結果 を相互 に比 較 ・評価で き る状況 にな い こ とか ら、各 国が 酸

性 雨モ ニ タ リ ン グを統一
的 な手法 に よ っ て 実施 すべ きで あ る とされ た 。 専 門家 会合 の 成果 を受 け

て 、 1998 年 3 月 に第 1 回政府間会合 が 開催 され 、 1998 年 4 月 か らネ ッ トワ
ー

ク の 試行稼働 を

実施す るこ とが合 意 され た 。 東 ア ジ ア 地域 に お い て 目本 は 酸性 雨研 究 と モ ニ タ リ ン グ に対 して 責

任 あ る位 置 にあ り、試 行稼働並 び に 2000 年 か らの 正 式 稼働 を推進 す る ため に、JICA 等 を通 じ

た 酸性 雨 研 修員 の 受 け入 れや 専門 家の 派遣等 を実施 して い る e

　 こ の よ うな状況 の もと、平成 11年 3 月 23 日 〜 4 月 20 日 の 約 1 ヶ 月 間、タイ 国の 酸性 雨 モ ニ

タ リン グ活 動 に助言 及 び 指導 を担 当す るた め の 専門家 と し て タ イ 国 に派遣 され る機 会 を得 たの で

そ の 概要 を報 告す る 。

2 ．受 け入れ機 関及び カ ウン タ ーパ ー
ト

　タイ 国 の 科学 技術 環境省 （Ministry　of 　Science　Technology　and 　Environment）、 汚染 監視 局

（Pollution　Control　 Department
，　 PCD ）、 大 気 質 及 び 騒 音 管 理 部 （Air

’
Quality　and 　Noise

Management 　Division）で 、以下 に示 すカ ウ ン タ
ーパ ー

トの もと で 仕事 をす る こ とに な っ た
。

　Dr．　Supat．　Wangwongwatana ，　Director　ofAir 　Qualit，y　and 　Noise　Management

　 Mr ．　Sarawut，　 Environmental 　Scientist

　Ms ．　Siwaporn ，　Environmental　Scientist

　Ms ，　Kanj　ana 　Suaysom
，
　General 　Management 　Officer

3 ．活 動内容及 び 業務 実績

（1）サ ン プ リン グ地 点及 び 分析 ラボ

　タ イ の 酸性 雨 モ ニ タ リン グ活 動 の 現 状 を把握 するた め 、 4 つ の サ ン プ リン グ地 点及 び 3 ヶ 所 の

分析 ラボ を訪 問 した 。 試行稼 動 して い る タイ 国 の サ ン プ リ ン グ 地点 は 次の 4 地 点で あ る。

　Khao 　Lame 　Dam （KLD ），
　Kanchanaburi 　Province：Relnote　Site

　Office　of 　Environmental 　Planning　and 　Policy （OEPP ），　B αngkok ：Urban 　Site

　Environmental　Research　and ［Eraining　Center（ERTC ），　Patumthani　Province ：Rural 　Site

　Meteorological 　Department （MD ），　Samutprakarn 　Province ：Urban 　Site

　KLD を 除 く他 の 3 地点は 比較 的 バ ン コ ッ ク に局在 し て お り、タイ 国全体を カ バ ーする と い う

意味で は 適切 で な い
。 北部 、東部 、南部 に も測 定地 点 を設 定す べ きで あ る 。 北部、東 部 に は地 点

を設 定す る予 定が あ る そ うだ が、モ ニ タ リ ン グ本格稼動時 の 早 い 時期 に 設 定 され る よ う望 ま れ る 。

4 地 点の 湿 性サ ン プ ラ
ー

は 、私 が 見た時点で は 蓋 の 開 閉等 うま く機 能 して い なか っ た 。 タイ の 電

力生 産公 団 （EBAT ，　Electricity　Generating　Au 七hority　of 　Thailand）カミサ ン プ ラ
ーを提 供す る こ

とに な っ て い るそ うで あ るが 、 早 急 に 改善す る必要 がある だろ う。 サ ン プ ラ
ー

の 設 置位 置 に つ い

て も 、不適切 な面 が 多 々 見 られ た 。 こ の 点 に っ い て も EANET マ ニ ュ ア ル に 従 っ て 、障害物や

い た ず らか ら守 るた めの 改善 が望 まれ る 。

　サ ン プ リ ン グ及 び 分析 を 担 当す る機 関は 、PCD 、　 ERTC 及 び MD で あ る。イ オ ン 成 分 を分 析
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す るイ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ （IC） に つ い て は 問題 なか っ た が 、　 pH 及 び EC メ ー
タ ー は簡 易 タ

イ プの もの を使 っ て い る と こ ろが あ っ た。これ らに つ い て は 、標準タイ プ の も の を使用 し、定期

的な検定 を受 けるべ きで ある 。

　（2）ラ ウ ン ドロ ビ ン 活動

　 日本 の 酸性 雨研 究セ ン タ
ー （ADORC ） よ り送 られ て き た 人 工 酸性 雨試 料 の ク ロ ス チ ェ ッ ク化

学分析 が PCD 、　 ERTC 及 び MD に よっ て 行われた 。 その ときのデ
ー

タ を入手 し、パ ソ コ ン （エ

ク セ ル ） に打 ち込 み グ ラ フ 化 し た
。
3 機関 の 内 特 に 1機 関 の イオ ン 成分測 定結 果が 良 くなか っ た 。

3 機 関の 技術 レ ベ ル が 向上 し、妥 当な結果 が得 られ る ま で は頻 繁 に模擬 酸性試 料等 に よる ク ロ ス

チ ェ ッ ク活 動 をや る必要 が ある と思 う。

（3）フ ィ ル タ
ーパ ッ ク法

　 乾性沈 着測定 法 の 1 つ で あるフ ィ ル タ
ーパ ッ ク法 に つ い では 、 PCD で は 経験が ない とい うこ

とで あ っ たの で 、 そ の 概要 に つ い て Mr ．　Sarawut と Ms ．　Siwaporn に説 明 した 。 ま た 、 よ り詳

し い ドキ ュ メ ン トが ほ しい と の こ とで あ り、 日本 よ り参考資料 を取 り寄せ 4 段 ろ紙 法の ガイ ドラ

イ ン を作成 して タ イ 側 へ 渡 した 。

（4）湿性沈着 の 標 準作業手 順 （SOPs ）と QAIQC
　 タ イ 国 自身の 湿性 沈着 SOPs を作成 す る た め 、

　 ERT σ にお い て 、関係機 関が集 ま り 2 日間 の

会合 が 持 た れた 。私 は 原則 的に は EANET マ ニ ュ ア ル に従 え ば 良い と 、 思 っ て い たが 、彼 らは

日本 や欧 米な ど へ の 研修や 会議 へ の 参加 な どの 経験 があ りそれ ぞれ に優秀で あ り、特に 測定及 び

分析 の QAIQC な どで 、 シ ビヤ ーで 理想的 なもの を作 ろ うと して い た 。

一方で 、サ ン プ ラーが 満

足に 機能 して い な い な ど、現場で の 酸性雨 サ ン プ リ ン グ の フ ィ
ール ドワ ーク は他の 人 がや る の か

関心 が薄 い よ うに感 じた 。 QAIQC で 厳格 な もの を作 る の は 悪い こ と で は ない が 、サ ン プ ル を如

何 に捕集 す る か とい っ た 基本 的な 方 面 に も っ と労力 をさくべ き だ と感 じた 。

（5）PCD オ フ ィ ス

　 オ フ ィ ス は 広 い フ ロ ア
ー

で 仕切 りもあま りな く、 日本 と 同 じ よ うに 多 くの 机 とパ ソ コ ン が並 ん

で お り 、 多くの 職員が 執務 して い た。大型電気店 な どで パ ソ コ ン を販売 して い るコ ーナ ーを見 か

けなか っ た が 、オ フ ィ ス な どで の コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

化 は タイで もか な り進ん で い る よ うに思 われ た 。

私 も 日本 か ら個人用 の ノ ー トパ ソ コ ン を持参 した の で 、 E ・mail の 環境 等 を整 え よ うとしたが 、

うま くい か なか っ た 。 私 の 場合 1 ヶ 月 と短期 の 滞在で あ る の で 、 PCD オ フ ィ ス の コ ン ピ ュ
ー

タ

ーを借 り で E −mail を送 ら
．
せ て もら うこ とに した 。

4 ．お わ りに

　 酸性 爾 モ ニ タ リ ン グ活 動は湿性 沈着、乾性 沈着、陸水環境、土 壌 ・植生 と多岐 に わ た っ て い る 、

その た め 多 くの 専門分野 の 人 が携 わ らね ばな らない 。タイ の 場合 は PCD をナシ ョ ナル セ ン タ
ー

と し て 、ERTC
，　MD ，　EGAT ，　KMUTT （King　Mongkut 　I．Tniversity 　of 　Technology　Thonburi），

　DF

（Department　of 　Forestry），
　DA （Depart，ment 　of 　Agriculture）な ど の 機 関が 協力す る事 に な っ て い

るが、これ らの 機 関が集 ま る ワ ーク シ ョ ッ プ 等で の 議論 を通 じて 日本 へ の 協力要請 があれ ば、そ

れに対処 す る必 要が あ る と考 え る。ま た 、EANET 活 動を推進 し て 行 く上 で 、 現場技術者の 研修 ・

訓練 は 必 要で あ り、そ の た め の 研修 員受 け入 れ及 び 専 門家派 遣 は今後 も積極 的 に継続実施す べ き

で あ る 。

　こ の 度 の 派遣は 1 ヶ 月 と短期 で あ り 、 しか もこ の 時期 は タイ の 休 日 （お 正 月 ） な どが あ り 、

実質的に は よ り少な い 期 間で あ っ た、そ の た め どの 程度タイ側 に貢献 で きた か 分か らない
。 しか

し 、 私 自身 と して は、カ ウ ン タ
ーパ ー

トの 人 達を始 め多 くの 人 と知 り合 い に なれ た こ とは 大 きな

、収穫で あ る 。
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